
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 6年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 村山活き生きまちづくり

1.事業の成果
・コロナウイルス感染拡大防止のための活動制限が全国的には緩和されたが、療養施設の性格上、

感染防止に努めながらの活動であった。「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律 (基本法)の
趣旨に沿って全生園と地域の連携を深め、国内緑地化の推進や全生回入所者自治会の諸事業に、

自治会の皆さんと共に活動することができた。
・「まちの元気」のためにさまざまな角度から活動を続けているそんなかたがたを応援し、その栄

誉をたたえて表彰を行い、「まちの元気賞」表彰式の第 12回開催を会員の集 う新年賀詞交歓会と
共に実施した。令和 5年 12月 より東村山市と商工会により運営がはじまったデジタル地域通貨
(東村山アインPay)を受賞者への副賞として贈呈した。
表彰者から「地道な活動を評価 してもらい本当に励みになった、できる限り続けていきたい。」

という心のこもった御礼のことばを頂戴した。まちの元気に取り組む方のモチベーションの向上

が図れた。また東村山アイン Payを少しでも多く流通させることにより市内商工業の活性を応援
できた。
。「ずっと住み続けられるまち東村山をめざして」のサブタイ トルで東村山市との共催で防災シン

ポジウムを開催した。地震等災害が発生したら?ど う備え、どう行動できるか。東京都の防災戦略
課長の講演、災害時に活動できる地元団体の体制紹介など、出来る限り東村山市に沿った組立で

実施した。参加者は最後まで熱心に受講いただき、満席の中央公民館会場来場者へ防災に対する

意識向上が図れた。
・広報誌「いきいき新聞」第 9号を発行、2,()(Ю 枚を各方面に全て配布。活動の内容を PRできた。
2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業               (事 業費の総費用 【1893】 千円)

定訳に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲
ぜ禦暑
人数

事業費
(千円)

人権の森構想
へ実現の活動

R7`F3月 27日 、多層
`≧

生

曇[番サ鴨 想案」が
示された。国内樹木の伐
採が日立ったことから、
伐採については「人権の

奎配亀男後醜鶴ゑ
ことが重要であると提言

通  年 国内他 全会員 全会員 全会員 674

商工会事業協
力

デジタル地域
山アイン Pay」
まちの元気賞
て活用

通貨 「東村
活用
の副賞とし

令和 7年

1月 22日

サンパル

ネコンベ

ンション

センター

44人 全会員 全会員 1,173

“ずっと住み
続けられるま
ち東村山を
目指して"
防災シンポジ
ウム

の基調
講演。東村山消防署、東村
山市消防団、消防少年団、
防火女性の会、災害時支
援ボランティアを始めと
する災害時支援団体によ

禽勇確 唇爵濤聾 各8馨
饗署、
東村山市教育委員

=。

令和 7年

2月 15日

東村山

中央

公民館

全会員 同上 同上 同上



(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0 】千円)
疋歌
さ
事

に記載
れた
業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 13号 (法第28条関係 )

令和 6年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上登場合)
特定非営利活動法人東村山活き生きまちづく t

金   額 小 計・ 合 計

126,000
120.000

246.0010

654,005
()

654.005

受取補助金

交流会参加 事業収益

受取利息
金

正会員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金

施設等受人評価益

16,650

297.600

314.250

1.214.255

2.461.278

に

B

1

1

2

2

の

給料手当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費

役員報酬

給料手当
退職給付費用

福利厚生費

貪婁塾:観

響:興鷺彙

消耗品費
水道光然費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費
損害保険

5(Ю.056
0

0
0

61,915
46,110
1,042,232
131.100
673,865

2.461.278

1.286.105
125,0(X)

0
149,122
0

306,6(X)

0

36.400
667,893

1.285.105
3.746.383

当 期 経 ,:増 減 額 A B ・・・① -2.532.128

過年度損益修正益
固

災害損失
「緑と花の活動運用基金」繰出

D

0

0
50(0,878

0
500.878

当 期 経 ,
「 外 増 滅 | C :D】  ・・・② -500.878

-3.033.006

0

““

2●68
31.589.462

|

:           濶

丁T軍
~頂~

費,
管理ヨ

:費 拝

翻 線 越 正 味 財 産 饉



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

盤1畠鯉奎」コ 嵯込_=抽工蟄ヨ螢盤塾づくユ

2
1

2

3)

現金預金

未収金

欄卸資産

車両運搬具

什器備品

ソフ トウェア

借地権

敷金
長期貸付金

37,912,308

37.912.308

|

【A】 資 産 合 計 ①+② 37.912,308

2

1

B-1

未払金

預 り金

長期借入金

退職給付引当金

B-2 の

正

産正

正
拍

”
40,444,436

37.912.30.

37.912.308【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

ョ■rョ■■□■■口、1■FΠ■■■

■■:当日

|



1

16 法 28条 係 )

令和 6年度  計算書類の注記

重要な会計方針

計算書類の作成は、 NPO法 人会計基準 によっています。

(])棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固 定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消 費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

特定非営利活動法人 東村山活き生きまちづくり

管理部門 合計
事業 事業 事業 事業

事業部門計科 目

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

内容 金額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
(単 円 )



内容 期末残高 備 考

合計

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増滅及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

(単位 :円 )

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳
:円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位 :円 )

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法

8

減価償却累計額科 日 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 目 当期借入
｀

“

期返済 期末残高

合計

内役員及び

近親者との

取引
科 日

計算書類に

計上された
金額

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況

l期首残高 1当期増加額 1当期減少額

匝コ亜亜亜

l期首残高



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 6年度 財産目録
事 業 報 告 用

合  計

現金預金
手元現金
普通預金 (東京みらい農協)
振替口座 (ゆ うちょ銀行)
普通預金 (ゆ うちょ銀行)

21,066
29,619,805
1,948,591

6,322,846

0 37,912,308

未収金
販売用寄附物品
棚卸資産

~T~~

1 形

車両運搬具
事業用車両

什器備品
ハ ソコン 0

2
ソフ トウェア
オペレーションシステム

文書編集ソフ ト

(3) そ

敷金

長期貸付金
(

【A】 資 産 合 計 ①+② 37.912.308

未払金

長期借入金

()

0

2

0

1

B-1

預り金
源泉徴収税

退職給付引当金
職員

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 0

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 37.912.308

用:::::l::|::■ ::::::::::::11コ :::::::ll:

|IEヨIEL

IE夏ヨ■■■【
ヨ

特定非営利活動法人東村山活き生きまちづくり

|

|

|

|

|

」

|

~~十

|

|

「

l   l .

:合計三・・・K



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 6年度年間役員名簿 潔雪露霜蹴震語
=塩
離鮒露
==屋
霊理闇
敵

薔定非営利活助法人_菫量山量宣生豊まちづ≦_型

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

口以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1

サタライ  キヨシ 令ネ6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年

年

月

月

日

ロ櫻井 喜吉

2 監事
サ・ワタ・  イス・ミ 令■6年 4月 1日

令■:7年 3月 31日

年

年

月

月

日

ロ澤田 泉

3 〇
監事
卜

" 
ヨガ 令和0年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年  月  日

年   月  日営間 義夫

4 監事
叡グ 協ト 令■■年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年1  月   日

年 月 日増田 康人

5 〇 監事
オリカサ コウシ・ュ 令和6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年 月

月

日

日年折笠 広樹

6
⌒

聖ヽソ・監事
コシ
・マ  ヒロシ 令■6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年  月  日

年   月   日小嶋 博司

7 〇
監事
ササキ ヨシノリ 令■

“

年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年・ 月  日

年 月 日佐々木 義徳

8
⌒

聖ヽり・監事
ヒルマ ヨシマサ

 
令和6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年

年

月

月

日

日比留間 由真

⌒

Q里り監事



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報目 を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

9 監事

コサ ト渚
 

令■6年 4月 1日

令和7年 3月 31ロ

年

年

月

月

日

ロ小町 寿夫

10
⌒

Qり聾
シミス・  アツシ 令■6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年

年

月

月

ロ

ロ清水 和

11
´ ｀、

Q堅ョナ監事
フシ
ヤ
ワラ  靖ヒロ 令■6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年

年

月

月

日

日藤原 幸博

12 〇
・ 監事

マスタ・  シケ・コ 令■■年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年・ 月   日

年・ 月   日益田 滋子

13 監事
ミカミ  ユタカ 令■●年 4月 1ロ

令和7年 3月 31日

年 月

月

日

日年三 上 豊

14 〇 監事
イタタ・  ミユキ 令和6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年

年

月

月

ロ

日池田 美由紀

15
⌒

理事くEフ
ツチタ・  シロウ 令■6年 4月 1日

令和7年 3月 31日

年・ 月  日

年  月  日土田 士朗



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和7年3月 31日 現在

特定非営利活動法人 東村山活き生きまちづくり

氏   名

1 櫻井 喜吉

2 澤田  泉

3 営間 義夫

4 増田 康人

5 折笠 広樹

6 小嶋 博司

7 佐々木 義徳

8 比留間 由真  

9 小町 寿夫  

10 清水 和

11 藤原 幸博

12 益田 滋子



社員のうち10人以上の者の名簿

令和

“

円月31日現在

特定非営利活動法人 東村山活き生きまちづくり

氏   名

13 三 上 豊

14 池田 美由紀

15 土田 士朗




